
東山小学校だより

平成３１年２月２５日

※ 町内配付２月２５日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

授業参観・ＰＴＡ総会・学級懇談会授業参観・ＰＴＡ総会・学級懇談会
先週22日(金)に今年度最後となる参観授業を5校時に行い、その後第2回PTA総会と学級懇談会

が行われました。授業参観については、私(丸山)も5年生の授業があり、他の学年の授業の様子は

分かりませんでしたが、隣の3,4年生教室は随分賑やかで、楽しそうな授業でした。また2年生、

6年生でもそれぞれ、担任の持ち味を生かした授業が展開されたようです。参観くださった保護者

の皆様には、子どもたちの学習の様子をご覧いただけたことと思います。

続く第2回PTA総会では、各委員長さんから今年度のPTA活動報告があり、次年度のPTA会長

・副会長が選任されました。その後は次年度の学校の方針や教育活動の説明、年間の大まかな行事

予定をお伝えし、様々なご意見を頂戴することができました。いただいたご意見について、再検討、

調整をし、でき得る限り見直して参りたいと思います。お忙しい中ご参会いただきました皆様、大

変ありがとうございました。併せて予定時間を大幅にオーバーしてしまい申し訳ありませんでした。

お詫び申し上げます。

 
 

◎新年度の教育方針・教育活動について（骨子）

《教育方針について》
教育目標『心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子』の実現に向けて、これまでどおり、①「個性を
伸ばす教育活動」、②「チーム東山」、③「地域に学び、地域に貢献」、④「安心・安全な学校」の四本柱
で取り組む。
重点目標である『自らかかわり合って学び、自他のよさや学ぶ価値を感じ取る子』に迫るため、次年度

は、さらに具体的な「目指す子ども像」として『話をしっかりと聴ける子、考えや思いを自分のことばで
伝えられる子』を掲げたい。

→東山小の児童は素直で純朴、イジメ不登校は０で全校仲良し。しかし、穏やかな反面、やや公
ゼロ

の場面などで意見を求められた時に、答えに窮する場面が多い。理由としては、自分の考えが
上手くまとまらないことや、学校評価の結果にも出ているとおり自己肯定感が低く、自信がな
いことが上げられる。また自分の考えを持つことや成功体験を積む上で、しっかり話を聴くこ
とは不可欠であるというのが設定の理由。

よく「ほめて育てること」が大切と言われるが、自信を持たせるためには、子どもが頑張りを自覚して
いることをほめなければならない。そのような場を設定するために、教育課程や諸活動を編成する上で、
活動の大小、見栄えや形に拘らず『正しい経験を積み重ねていくこと』を重要視した。その上で、各活動

み ば

にあっては「目的・ねらい」と「効果」を明確に分けて計画・立案していく。

《教育課程・活動について》
(1) 夏季休業について
・第2学期始業日を８月27日(火)とする。８月中は午前４時限の授業とし、午後は陸上課外練習を行う。

(2) 校時表について
・週の授業単位数は今年度と同様だが、「総合的な学習の時間」および「生活科」を週0.5単位減じ、
「外国語活動」を週0.5単位加える。

・下校前に毎日「学習サポートタイム(仮称)」を設定する。家庭学習の足掛かりになる活動とする。
(3) 牛の角突きへの参加について
・牛の角突き開催日(お盆場所を除く６回)を登校日とし、「総合的な学習の時間」および「生活科」と
して全学年５単位扱いとし、年間30単位を確保する。

(4) 牛太郎タイムについて
・活動は通年で行い、学校と牛舎間はスクールバスを使用する。



アルペンスキー教室アルペンスキー教室 in 古志高原スキー場in 古志高原スキー場

子どもたちがとても楽しみにしてきた「アルペンスキー教室」を8日(金)に行いました。強い寒

気が南下するという天気予報どおり、寒さに加えて、止まない雪と霧で視界が悪く、次々降り積も

る雪にスキーをとられて、スキー講習としては若干不向きなコンディションではありましたが、ケ

ガもなく無事実施することができました。

さすがゴールデンエイジ…子どもたちは滑れば滑るほど、みるみる上達するものです。午前中は

5つの班に分かれての講習を行いましたが、午後は班を再編成して、保護者ボランティアの協力で

下学年の初心者の子たちをマンツーマンで教えていただき、充実したスキー教室となりました。ご

参加いただいた保護者ボランティアの皆様に深く感謝申し上げます。ありがとうございました。

東山小学校 ３月の生活目標

「サンキュー大作戦!!感謝の気持ちを表そう！」「サンキュー大作戦!!感謝の気持ちを表そう！」
● 感謝の気持ちをカタチにしよう。

3月…今年度最後のひと月です。大事な大事な卒業式があります。2～5年生は6年生へ、

6年生は在校生に向けて、自然と「ありがとう」の気持ちが高まります。年度末など、何

かの節目には誰もが多くの人や様々なものに感謝の気持ちを抱くものです。

この時季にこそ、しっかりと感謝を伝えたい！というわけで、3月の生活目標は「サン

キュー大作戦!!感謝の気持ちを表そう！」です。言わずもがな、どれほど「ありがたい」

と思っていても、それを形にして表さなければその思いは伝わりません。

子どもたちには、「誰に、何に感謝するのか」そしてその気持ちを「どんなカタチで表

すのか」を、学級の友だちや先生と一緒に考え、行動に移してほしいと思います。

「感謝」の気持ちは自分と向き合い、周囲に目を向けるところに生まれるのだと思いま

す。自分本位の身勝手な振る舞いに感謝の気持ちはありません。逆に「感謝」には傲り高

ぶり、不平や不満はありません。「ありがとう」が溢れる、心温まる年度末にしましょう。


